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平成27年8月31日（月）　　　　司会・記録：鳥谷部　久美子　

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	菅原
	慶長
	鳥谷部
	服部
	戸賀沢
	三浦
	工藤

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	〇
	業務
	〇
	業務
	〇

	藤田
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	馬場
	岩澤
	佐藤
	笹本
	
	

	業務
	〇
	業務
	〇
	公休
	〇
	〇
	○
	○
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・9/1・2法人研修あり。：時間：17:30～18:30
場所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
テーマ：「メンタルヘルス」
＜青明舎登録者様情報＞
・高柳　和子　様～8/26定期訪問実施。「怖い夢を見て現実になってしまうかも知れない。」と不安になり、担当医へ相談している。担当医より、現実には起きない事を伝えられ落ち着き、頓服薬を服用し、対応出来ている。冨田さんよりグループホームに空きがある為入居を勧められたが、今の生活を続けたいと上手く断っている。来所時には様子を確認しながら不安や不満等がないか確認していく。
・清水　秋男　様～8/27定期訪問実施。両手掌に赤い発疹があり、皮膚が弱い為と話している。薬を塗っていると話しており、状態を観察していく。また、バス停が近い所で別のアパートを探しているとの事で相談者がいると話すが、誰であるかは話してくれない状況。

・我満　奈津紀様～8/29定期訪問実施。盆明け以降、眠気が強く、12時間眠る事もあったと話す。肩の痛みがあるので、適度な運動をしているとの事。今週はデイケアに参加したいと話している。
・前野　義勝　様～定期訪問を11時としていたが、外出していたようで、体調確認のみとなっている。肩の痛みで、整形外科の受診は続けているが、以前より表情明るく、痛みも軽減している様子。

・森田　清助　様～8/31本人が青明舎に来られている。夜に迷惑電話がある為、家の電話を解約し、携帯へ変えたいとの事。
・坂本　健治　様～9/1よりグループホーム入居となる。青山荘利用：月・火・金　デイケア利用：水・木。青山荘の日中訓練が2月までの為、徐々にデイケアは週3回の利用にしていく。
くグループホーム入居者様情報＞
・下妻　康貴様～先週パセリー菜で仕事中、右手の第一関節を挟んだとの事。爪が黒く変
色し指が腫れている為、病院受診を勧めている。肘に響くまで痛かった
が、触らないと痛くないと話し、受診には至っていない。状態を確認し
再度、病院受診を促していく。
・中村与一郎様～おじからの入金がない状態。グループホーム家賃・光熱費を引き残金が17000円程だが、本人は9月中旬まで「大丈夫。」と話している。9/4まで入金がなければ、世話人より電話を入れ確認していく。

・田中　一様　～先週は血圧が高く降圧剤追加処方となり、一時的に30分毎に血圧を測定
　　　　　　　　している。また、夜間の睡眠が摂れないとの事で眠剤も追加処方となっているが、夜中の2時か3時には起きる為、頓服薬の眠剤も服用しているとの事。また、今朝「尿が薄いピンク色になった。」と本人が話している。これらの状況から、訪問看護の希望があり本日の問診で担当医へ相談するとの事。

＜利用者様情報＞

・市川　幸子様～当院入院中で､24日デイケア見学･体験利用を実施。本日､2回目の体験利用を実施。運動療法へ参加し､周りと合わせて太極拳や体操を行っている。また､面談を実施。入院前の経過や娘達のこと､夫のこと等を語っており､傾聴。飲酒については｢きっかけがあったら飲むかもね｣等と訴えることがあるが､飲酒することで身体症状が出現し辛い思いをしたことを振り返ると､｢またおしっこで悩みたくない｣等と再飲酒によるデメリットは多少感じている様子。夫より､本人がデイケアについて｢ここにいる人と私は違う｣等と馴染めないことを話していた情報があり､主治医より許可を得た上で､少人数でかつ利用時間が少ないナイトケアについて説明。余暇活動として､また､体力作りとして､ナイトケアの体験利用を勧めるが､｢明日外泊に行って､夫と相談してから｣等と利用について消極的。相談後､再度本人へ確認することを伝える。
・高橋　洋子様～本人より､同居している長女との関係について相談がある。以前より､些細なこと（家事や買い物等）で長女より叱責を受けることがあり､｢最近は毎日怒られているんだよ｣等と訴えている。どのようなことで叱責を受けるのか振り返るも､｢よく分からない｣｢怒鳴られたことで頭がいっぱいになる｣等と話している。本人の姉より､｢別で暮らした方がいいんじゃないか｣と助言されたとのことで､本人も別居（現在と同じ県営住宅か､グループホーム入居）を考えている様子。気持ちを受容し､まずは長女や主治医とも検討することが必要であることを伝えている。長女と相談後､再度面談を実施予定。

・鈴木　惇浩様～本人へ電話連絡し､状況を確認。現在も八戸赤十字病院へ入院中で､退院

の目途は分からないと話している。体調は回復し､声の調子も明るい。うつ症状等は認められず､同院より向精神薬の処方を受けているとのこと。退院後に再度連絡をいただきたいこと､状況を見て青陽館職員からも連絡して体調等を確認したいことを説明すると､了解されている。
・小笠原富治様～週末、青風荘で食事をつまりかける事があり、今後一口大で提供していく。引き続き、食事の際は水を用意する事と飲み込みに注意する。

・岩城　敏夫様～肘の表皮剥離は軟膏塗布しガーゼ保護をしていく。
・倉橋　生子様～先週金曜、青風荘で吉田様が倉石様へ話し掛けた際、吉田様へ強い口調

で注意している。振り返りしているが、反省はしていない様子。
・吉田　富秋様～先週金曜、青風荘で吉田様が倉石様へ話し掛けた際、倉橋様より強い口調で注意され、言い返している。振り返り行うと「我慢できなくて言い返した。」と言い、謝罪をしている。引き続き、トラブルに注意していく。

＜外来情報＞

・田中　一　様～先週追加となっていた薬は内容そのままで継続処方となる。血圧124/80mmHg　睡眠時間は2～3時間で左手の痺れがあると言う。気にし過ぎを自覚する事とリラックスして過ごすように伝えられている。

・清水　秋男　様～引っ越しをしたいと話しているが、理由については話したがらない。

　　　　　　　　　理由を聞いて、外来看護師へ伝えるように指示がある。

カンファレンスシート（中居　美津子様）

実施日：H27年8月31日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　担当チーム：戸賀沢、三浦、藤田

　　　　　　　参加者：戸賀沢、藤田、川井、工藤、鳥谷、笹本、佐藤

検討内容　

	氏名
	中居　美津子　様
	性別
	女
	年齢
	66
	生年月日
	S23年10月18日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得、運動の習慣化、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上

	本人希望
	現状を維持していきたい。

	家族希望
	

	入院歴
	計5回（当院3回）最終：H9年11月18日～H12年10月31日

	通所歴
	1回目　H15年　1月　14日～現在　　（週　5　回/　月～金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：野崎アパート（H19年～）
　　　（東高校近く）
5人姉弟の4女
長姉：東京,次姉：八戸,3姉：十和田
弟：三戸
	家族構成：












	利用制度
	精神障害者福祉手帳2級
	障害者基礎年金2級
	自立支援医療、

	備考：事例検討に必要な情報を記載
・就労支援事業所「うみねこ幸房」を利用


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状維持したまま、生きがいを持って生活をする。
	①他者と適度に交流を持ち、相手に迷惑をかけない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①-1好意を持つ特定メンバーの様子を窺いながら、一方的な交流にならないようにする。

①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	①-1好意を持つ特定男性メンバーに対して､一方的な対応にならないよう気をつける。職員は様子を観察し、一方的な対応になっている際は自覚ができるよう支援･介入を行う。

①-2敵意を持つ特定メンバーに対して､被害的な感情がある際は､職員へ相談する。職員は､被害的な訴えが認められた場合は傾聴し、事実確認や相手の気持ちを考慮した介入を行う。必要に応じて言動の振り返り、相手のメンバーへのフォローを行なう。

	
	②無駄遣いをせず、生活費内でやりくりをする。
	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	②　金銭使用状況を職員と確認する。職員は､金銭使用状況を本人とともに確認し、アドバイスを行う。



	
	③整理整頓ができる。
	③自室の片付けができる。
	③　自室の片付け方が分からない時は職員に相談できる。職員は原因を本人と共に確認し、アドバイスを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①-1好意を持つ特定メンバーの様子を窺いながら、一方的な交流にならないようにする。


	好意のある特定男性メンバーに対して､相手から拒絶されても物を振る舞うことも時折みられ､職員より介入。自身で購入したものであれば持ち帰るよう伝えている。返事はするが、スタッフの言葉を無視するような態度をとる事もある。それでも他利用者や職員と世間話や猫の話等はにこやかな表情で会話している。特定メンバーへの関わりが一方的になり、相手が拒絶しても表情を変えることなく話し続けている事続いている。本人及び相手への介入は必要としている状況である。（達成度10％）
	過度な話し掛けや物を振る舞う際は、本人の気分を損ねないように工夫しながら適宜スタッフが介入する。

目標は継続とする。

	①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	他者への被害的な発言は聞かれていないが、特定の利用者に対して被害的感情を抱いている。自分の意に反する行動を相手が取った際にあからさまに嫌な表情をすることや背を向けて座ったり、ホールで2人だけになるとキッチンスペースに移動して休まれている事もある。その他のメンバーやスタッフに対しては、適度な対人交流を取る事は出来ている。（達成度50％）
	現在トラブルにはいたっておらず、引き続き病状の変化に注意していく。

目標継続。

	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	好意のある特定男性メンバーに対しての振る舞いに対して、指導するが「大丈夫な範囲で買っている」と不愉快そうな表情で通所職員には返事をしている。青明舎スタッフにはやり繰りするのが厳しいと話している。また、膝痛に対しては、受診はしておらず、コンドロイチン等のサプリメントを100円均一で何種類か購入して飲み始めると話しており、既に主治医にも相談済みとの事。また、上前歯の差し歯が欠けてしまい、直したいがお金が無いとのこと。7月26日に姉に会った際に相談したが貰えなかった、差し歯を入れる時に1本10,000円かかったことを話すと、「もっと安いところがあるはずだから探してみなさい」と言われた事を話している。膝痛・歯の治療とも寒くなる前に何とか治していきたいと話していた。
	自宅での食事の状況と検査データから食生活を確認する。

膝の治療や歯の治療にお金をやりくりできないか青明舎を通すなどして確信していく。

目標継続。



	③自室の片付けができる。
	ナイトケアでは食事の準備や後片付けは積極的に行われている事が多いが、青明舎スタッフが月に1回訪問では、コタツ周りは片付けられている事や、猫のトイレ、えさ入れもきれいになっていることはあるが、（今回は7/25（土）定期訪問実施。）玄関先から猫の尿臭が酷く、トイレシートも汚れたまま乾いている物を何枚も使用している。何時交換するのか聞くと「買ってこないと替えがない」とのこと。本人は慣れているから気づかないと思うが、かなりきつい臭いがしていることを話し、購入して交換するようアドバイスを受けている。
	ナイトケアでは話したがらない為、青明舎に介入を続けてもらい、情報共有をし、時折生活状況を確認していく。

目標継続。

	
	
	

	
	
	


